
研究計画発表会用資料 

令和８年度 研究計画書 

令和８年４月１３日 

研究種目 

研究課題名 

研究課題番号 

成長戦略研究 

富士五湖におけるヘドロの堆積要因の解明と効果的な富栄養化モニタリング指標の開発 

2025007番 

研究代表者 山本真也（富士山科学研究所） 

研究期間 令和７年～令和８年、  今年度は ２年目/２年計画 

研究分担者 所内：なし 

所外：長谷川裕弥（県衛環研） 

中村高志（山梨大学） 

研究 

協力者 

所内： 

 

所外：  

施 

策 

関 

連 

山梨県 

科学技術 

基本計画 

成長促進分野 質の高い地域環境の保全・活用と健康増進分野 

取組項目 自然資源の保全及び適正な活用に関する研究 

山梨県 

総合計画 

戦略３・政策３・施策６：河川や湖沼の環境保全に向けた取り組みの推進 

戦略３・政策３・施策１０：世界文化遺産富士山の価値と環境の維持向上 

その他 

部門計画 

【第３次山梨県環境基本計画】第4章4-2 水質の保全（2）第5章1-1 多様な自然環境の保

全（4） 

研究の背景・ 

ニーズ 

 

富士五湖では、近年の来訪者の増大に伴う環境悪化が懸念されており、地元ではこれ以

上環境が悪化しないよう対策を求める声が高まっている。こうした背景から、富士山研

では河川管理者（県治水課）からの要請を受け、2013年度より富士五湖の水質浄化に関

する研究を進めてきた。これまでの研究において、河口湖の東部を中心に厚いヘドロの

堆積が確認され、高度経済成長期以降、人為起源窒素の流入増による富栄養化が進行し

ていることが明らかにされている。また、湖水中の硝酸態窒素濃度および硝酸イオンの

安定同位体比の解析から、河口湖では主に湧水や底質からの栄養塩の流入により生産性

が増大し、ヘドロの堆積が引き起こされていることが明らかになりつつある。一方、近

年、河口湖以外の湖でも富栄養化の進行に伴う湖底へのヘドロの堆積が指摘されてお

り、具体的な対策を検討する上での原因究明が求められている。そこで本研究では、富

栄養化の原因となる栄養塩負荷の実態を富士五湖全体で明らかにし、ヘドロの堆積要因

を明らかにすることを目的とした。また、県では1972年以降、富士五湖の水質モニタリ

ングを実施しているが、従来の指標では近年の富栄養化の兆候を捉えられていないこと

から、富栄養化の実態把握のための新たな指標の開発が必要である。 

研究目的 

 

富士五湖の水質・水環境保全のため、各湖の窒素汚染状況を明らかにし、ヘドロの堆積要

因を明らかにする。また、富士五湖における富栄養化の実態把握のための効果的なモニタ

リング指標の開発を行う。 

研究目標 

 

１．富士五湖における窒素汚染状況の解明 

２．富士五湖（特に山中湖）の湖水中の栄養塩循環の解明と富栄養化モニタリング指標

の開発 

研究全体の 

研究計画・ 

研究方法ならび

に研究体制 

(共同研究において

は、その必要性、

研究分担者の役割

を記入) 

・研究全体の研究計画・方法 

富士五湖周辺の河川水・湧水・地下水中の硝酸の窒素安定同位体を測定し、富士五湖の

湖水と比較することで、流入水による窒素汚染の現状を明らかにする。また、近年、富

栄養化が急速に進行している山中湖の湖水中の硝酸及び有機物粒子の炭素・窒素安定同

位体を深度毎に測定し、富栄養化の原因となっている栄養塩の起源を明らかにする。湖

水中の栄養塩類・基礎生産の周年変化を深度毎に明らかにし、富栄養化の実態把握のた

めの効果的なモニタリング指標の開発を行う。 

・研究体制 

県衛生環境研究所では富士五湖の水質モニタリングを行っており、これまで蓄積されて

きた知見をあわせて検討することで、より実態に即したモニタリング指標の確立につな

がると期待される。また、山梨大学国際流域環境研究センターには世界最高感度を誇る

安定同位体質量分析計が設置されており、湖水中に微量にしか含まれない窒素の安定同



位体比を測定する上で、連携が必要不可欠である。 

前年の 

研究計画・ 

研究方法ならび

に研究成果 

（初年度の場合は

事前調査内容など

を記入） 

前年度の研究では、富士五湖の表層水を毎月採取し、溶存無機窒素濃度および硝酸イオ

ンの安定同位体比を測定することで、栄養塩負荷の実態と硝酸イオンの起源の検討を行

った。分析の結果、富士五湖の硝酸態窒素濃度は湖毎に異なり、貧栄養湖の本栖湖で最

も高く、中栄養湖の山中湖で最も低い値を示した。また、山中湖を除き、春季には硝酸

態窒素濃度が減少し、晩秋から冬にかけては再び増加する季節変動を示すことが明らか

となった。硝酸イオンの安定同位体比の解析により、貧〜中栄養湖の本栖湖や西湖では

主に森林土壌由来であることが明らかとなり、特に春先に周辺地下水と近い値を示した

ことから、これら湖では春先の同位体モニタリングにより富栄養化の早期検出が可能で

あることが示唆された。一方、富栄養化が進んだ河口湖や精進湖では、生物活動に伴う

同位体分別の影響が大きく同位体比のみから硝酸イオンの起源を特定することは困難で

あった。今後は、富栄養湖にも適用できる新たなモニタリング指標の開発を進める必要

がある。 

今年度の 

研究実施内容 

（研究計画・ 

研究方法） 

ならびに期待さ

れる研究成果 

今年度の研究では、山中湖の湖水のサンプリングと懸濁態有機物の炭素・窒素安定同位

体の分析を毎月一回実施し、栄養塩負荷の実態と起源の検討を行う。また、湖水中のク

ロロフィルaの分析から、栄養塩類の負荷と生物生産との関係を明らかにし、モニタリン

グ指標となる観測項目の探索を行う。これらの研究により、山中湖におけるヘドロの堆

積要因が解明され、富栄養湖にも適用可能な新たなモニタリング指標が提示できるもの

と期待される。 

最終的に 

期待される 

研究成果 

【県総合計画における水環境保全に向けた取り組みへの貢献】 

県総合計画では、誰もが水辺に親しむことができるような湖沼環境の維持が謳われてい

る。本研究により、水質悪化につながる富栄養化の原因が科学的に明らかとなり、その成

果を広く発信することで、県民一人ひとりの湖沼環境の現状の理解と環境保全に対する意

識向上が期待される。 

【県環境基本計画における水質保全のための施策への貢献】 

県環境基本計画では、富士五湖の汚濁原因を解明し、富栄養化を防止する等、水質保全の

必要性が明記されている。本研究により、富士五湖のヘドロの堆積要因が科学的に明らか

となることで、具体的な水質浄化策の提言が可能となる。また、水質のモニタリング手法

が最適化されることで、環境悪化の兆候を早期に検出することが可能となる。 

【富士山及び周辺地域の良好な環境の保全への貢献】 

富士山は日本を代表する観光地であり、今後も美しい自然環境を守り、次世代へ継承し

ていく必要がある。本研究により、富士五湖の水質・水環境が良好に保たれることで、

観光資源としての価値が向上する。「富士五湖自然首都圏」に相応しい、豊かな自然環境

の維持に貢献できる。 

 


